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高齢化現況

高齢者人口の構造変化を反映し未来を見据えた総合的対策必要

公共領域の限界から脱し、地域社会の生産的民間共同協力の対応が必要

高齢化に伴う釜山の環境

14.6

2022年超高齢

고령사회진입65歳以上584千名(16.9%) 

全国14.6%

16.9 20.4 28.1

一人暮らし高齢者世帯

一人暮らしの老人109千名

(28.1%)、全国24.4%

30.5 40.2

ベイビーブーマー

베이비부머(55-

63년생)은퇴
ベイビーブーマー550千名

(16%)、全国最高、全国14%

2022年まで大量退職に直面

＊’18年50歳以上人口率42.3%
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高齢化に伴う釜山の環境

高齢者の生活に適した定住環境

温和な気候、

天恵の自然環境

海洋性気候

(年平均15℃)

山‧川‧海がマッチ

した自然

優秀且つ

アクセスの便利な

医療機関

総合病院29

病院‧医院5,112

療養病院172

東南圏原子力医学院

豊かな福祉∙文化

インフラ

福祉館82

敬老堂2,312

養老‧療養施設118

文芸会館14

便利な交通環境

地下鉄乗車高齢者無料

東南圏連携鉄道

公共交通無料乗換

旅客船ターミナル、空港
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高齢化、問題視しない活用課題へ

高齢者が住みやすい都市、東北アジア海洋首都釜山

現状

進むべき方向

5060世代における引退後の準備、再就職、社会活動参加が必要

一人暮らし高齢者の孤独感·退屈さの解消、健康で便利な日常生活の維持必要

高齢者が若い世代と共存しつつ地域社会で暮らす方法模索が必要

豊かな福祉 便利な日常 健康な暮らし 活気に満ちた老後共に感じる幸福

新中年の体系的な老後準備

仕事参加で生産的福祉実現

高齢親和産業育成

高齢者に特化したリハビリ

福祉医療機器の重点推進

慣れ親しんだ土地で幸せに

暮らす老後支援
健康且つ安全な見守り体制で細

かい福祉具現

第4次産業技術活用し安否確認

未来志向の余暇‧文化

高齢親和都市環境作り
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超高齢化社会に備える

釜山市の進むべき方向

高齢者が住みやすい都市

東北アジア海洋首都 釜山
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活力溢れ、生きがいのある新中年(5060世代)の体系的な老後準備

豊かな福祉

生涯再設計
(引退前後)

新 中 年

雇 用

創 出

ヒューマンブック(Human-book)図書館

専門人材講師活用

*結婚移住女性の検定試験や英語指導等

経営戦略諮問(マーケティング、財務、会計)

50+生涯再設計大学運営

* 大学委託、2箇所、年200名

就職‧起業同好会支援（２0チーム)

生涯再設計コンサルティング(コールセンター)

経験伝授

ボランティア

(社会貢献)

新中年に適した職種雇用先を発掘

(新中年+青年)世代融合型創業支援

•退職者（ノーハウ)+青年(アイテム)

•ベイビーブーマー雇用支援
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豊かな福祉

民間・公共機関MOU締結

-民間企業12社、1,000名

-公共機関7社、3年間3,000名

シニアクラブ運営(16箇所)

中老年の働き場支援センター

高齢者人材開発院

관광상품연계-이바구자전거
シニア雇用創出

優秀企業

高齢者親和企業

選定支援

(観光商品連携）イバグ自転車 雇用創出 民間協約式

ボランティア型26,028

市場型5,018

人材派遣型1,800

仕事をし、生産的な福祉を実現
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便利な日常

高齢親和産業育成で高齢者暮らしのクオリティーを高める

高齢親和産業育成支援条例制定

高齢者福祉用品重点育成

高齢者福祉用具レンタル‧教育

融·複合リハビリ医療機器産業育成

現場中心高齢親和産業用品館(3所)

関連企業育成(情報共有及疎通)

高齢親和産業融合複合製品の高度化

広域·国家間協力ネットワーク構築

グローバルブランド海外市場拡大

基盤造成期

事業活性化期 事業高度化
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便利な日常

高齢者に特化したリハビリ福祉医療機器の重点事業

2018～2021(4年)、総298億ウォン

試製品製作‧共同研究装備構築(45台)、

技術及び全周期的企業支援(70社)

高齢者の日常生活機能の改善で暮らしの質が向上

福祉‧リハビリ医療機器等展示、輸出商談等

第11回(2018.6) 13カ国240社775ブース

海外13社15ブース(日本、アメリカ、インド等)

商談223件、契約8件163億ウォン

VRを活用した
認知症予防

36０度回転
音声認識車椅

子

位置追跡及び応
急呼び出し杖

IOT技術を取り
入れた筋骨系

疾患治療

リハ
ビリ
訓練
機器

認知
感覚
支援
機器

生活
支援
機器

移動
支援
機器

既存のリハビリ医療機器 次世代リハビリ医療機器

スマートウェア
スマートシューズ
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共に感じる幸福

慣れ親しんだ土地で幸せに暮らす老後支援

高齢者等が慣れ親しんだ土地で暮らし続けられる

世代統合型地域作り

都市再生事業と連携して推進、毎年2ヶ所

高齢親和インフラ造成

定住環境、街路空間、防災･安全等

- 空家活用しコミュニティセンター

- 高齢者向け路地、散策道造成

- 緑地空間、菜園、シルバー集まりの空間

高齢親和プログラム運営

(健康と保護、ケア、余暇と社会活動等)

- 在宅福祉プログラム、日常生活支援サービス提供

-怪我防止に向けた住居改造事業

-高齢親和商店街運営等

地域別、人的･環境的特性を生かしたコミュニティ運営
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外に出たがらない多数の高齢者(70%以上)への支援対策強化

ひきこもり型高齢者に対する隣人同士の関心及び見守り体制で関係網強化、

孤独死予防

共に感じる幸福

慣れ親しんだ土地で幸せに暮らす老後支援

グループ別週２～３回、空き地や公園活用

健康レベルに合った生活運動、隣人同士の交流増進

*  体操、運動、散策、瞑想、食事等

’18年モデル事業施行後、高齢者人口20%以上

地域に拡大実施

経済∙生活∙余暇等を共有する小規模共同体構成

共同組合設立及び働き場支援

’22年まで６箇所支援センター設置‧運営
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健康な暮らし

健康且つ安全な見守り体制で細かい福祉実現

’22年40,400世帯

家近くで

いつでも

健康管理を

受けられる体制

’22年206ヶ所

教育、体験室運営

’22年16区郡

’22年１6区郡
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健康な暮らし

第４次産業技術を活用し安否確認

モバイル安心ケアシステム

KT-biz say(東区）安心LED(蓮堤

区）非接触無自覚生態センサー

基盤事業(北区)

携帯電話 記録のない

対象情報 自治体 異常有無確認

電話発信 訪問及び個別確認

電話発信
情報伝達

発信照会
SMS送信

モバイル安心ケアシステム

“安否確認サービス”

一人暮らし

高齢者
情報登録

照会入力解除

“安否確認

サービス
”

(‘18.9月から）
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活気に満ちた老後

活気に満ちた老後に向け、未来志向の余暇‧文化作り

デジタル時代にふさわしい多様な世代とコミュニケーション取れる新高齢者文化の定着

2010年から、今年8回目

シナリオ作成、演出、演技すべての過程

を高齢者同好会が直接製作、発表、授賞

2018年映像祭(9月4日 映画の殿堂にて)

- 映像38本、写真135点参加

PC活用教育、敬老堂スマートフォン教育

演劇∙映像製作∙ドローン同好会等

第10回他市道や海外の作品招聘等、規模拡大

2018年第8回目

釜山シルバー映像際
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活気に満ちた老後

すべての市民が住みやすい高齢親和都市作り

世界的に進む高齢化と都市化問題に
共同対応するため

釜山高齢者政策諮問団運営(170名)

高齢者自ら老人政策提案、モニタリング

上向式政策反映会員加入(2016.9月) ※ 世界39カ国（720都市

1期(’16～’18 ) 8大分野59課題(14部署協業)

2期(’19～’23) 5大分野

- 物理的環境、健康、経済活動、社会参加活動、社会的統合

※(事例)交通安全巡回教育、高齢者総合情報ポータル連携
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行事参加への協力お願い

*‘19.6. 27.(木) ~ 6. 29.(土), BEXCO
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< 自由テーマ> 新規の共同交流事業提案

“日韓海峡沿岸県市道

高齢者福祉現場専門家交流会” 年1回(2泊3日)

2019年釜山開催

日本–韓国県市道交差開催

公務員16名 (各2名)

高齢者福祉担当公務員

▶ 今後民間専門家へ拡大

高齢者福祉の現場訪問

経費負担: 訪問側(渡航費)、

招待側(滞在費)

高齢化問題に対する8県市道の対応方法等を

持続共有

優秀施策事例の現場体験、ベンチマーキングを

通し、県市道相互発展に寄与
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ありがとう
ございました。


